
６ 令和４年度（２０２２年度）の主な出来事 

年月 県内 国内・海外 

令和 

4 年 

4 月 

・県内への移住者数 1,416 人、過去最多 

・アパホテル、別府市に県内初オープン 

・石油備蓄 1,500 万バレル追加放出へ 

5 月 ・別府アルゲリッチ音楽祭、３年ぶり開幕 

・大分市プレミアム付き商品券、申込開始 

・県内のレギュラーガソリン店頭平均価格 181 円 50 銭、

全国最高 

・2022～23 年度の世界の小麦生産量が前年度比 450 万トン減

（米農務省）、ウクライナ・オーストラリアでの小麦の生産

量減少が影響 

6 月 ・大分県内、最も早い梅雨明け（28 日） ・燃油高騰対策（経済産業省）の石油元売り業者への補助金

額、1L あたり 40 円台へ 

7 月 ・６月の国内企業物価指数が前年同月比 9.2%上昇の 113.8

（日銀）、統計開始以来過去最高、原油や原材料価格の高

騰、円安などが要因 

・安倍元首相死去 

・７年ぶりに全国で節電要請、９月末まで 

8 月 ・星野リゾート、「界 由布院」オープン 

・大分七夕まつり、３年ぶり通常開催 

・県内の最低賃金、854 円に引き上げ 

・農林水産物・食品輸出、前年同期比 13.1%増の 6,525 億円

（農林水産省）、上半期過去最高 

・４～６月の実質 GDP542.1 兆円（内閣府）、個人消費の回復

によりコロナ禍前上回る 

・日本航空、燃油サーチャージ過去最高更新 

・英国エリザベス女王死去 

9 月 ・大分市、プレミアム付き商品券第２弾開始 

・オミクロン対応の新ワクチン接種開始 

・西九州新幹線、武夫温泉ー長崎で開業 

10 月 ・大分市と大分空港を結ぶ、ホーバークラフトの旅客ター

ミナルの起工式開催 

・新しいおおいた旅割第 2 弾開始（10/11～） 

・新型コロナウイルス感染症に関する水際対策緩和 

・全国旅行支援開始（10/11～12 月下旬） 

11 月 ・うすき竹宵（臼杵市）、竹楽（竹田市）、３年ぶりに通常

開催 

・玉来ダム（竹田市）完成 

・全国育樹祭、45 年ぶりに大分開催 

・世界人口 80 億人に（国連） 

・JR 九州高速船、福岡－釜山再開、「クイーンビートル」就

航 

・10月の日本人延べ宿泊者数は2019年同月比5.8%増の4,210

万人（観光庁）、コロナ禍前超す 

12 月 ・「地獄温泉ミュージアム」（別府市）オープン 

・２０２１事務年度の法人税、大分県内の申告所得額は前

年度比 24.1％増の 2,021 億円、過去 10 年で最大 

・大手企業の冬の賞与の平均妥結額は前年比 8.92％増の 89

万 4,179 円（経団連）、伸び率は 1989 年以降で最大 

・日銀の長期金利の上限 0.5％引き上げにより、住宅ローン

固定金利引き上げへ 

令和 

5 年 

1 月 

・フェリーさんふらわあ、別府－大阪航路に新造船「さん

ふらわあ くれない」を就航 

・2022 年の延べ宿泊者数が昨年比 43.3%増（県）、県内の

宿泊者数３年ぶり増加 

・杉乃井ホテル「宙館」オープン 

・別府タワー、リニューアルオープン 

 

・2022 年の国内新車販売台数は前年比 5.6%減の 420 万 1,321

台（自動車販売の業界団体）、1977 年以来の低水準 

2 月 ・別大マラソン、３年ぶりに通常規模開催 ・2022 年の実質賃金が前年比 0.9%減と 2 年ぶりに前年を下

回った（毎月勤労統計調査） 

3 月 ・県人口は３月１日時点で 110 万 1,761 人と戦後最少を更

新（県推計） 

・マスク着用、13 日から個人判断 

 


